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島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
社
会
科
学
）
第
四
十
巻
　
九
十
二
頁
〜
百
八
頁
　
平
成
十
八
年
十
二
月

は
じ
め
に

二
〇
〇
一
年
に
刊
行
し
た
著
書

(

１)

の
な
か
で
私
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
学
思
想
の
展
開

を
内
在
的
に
検
討
し
、
こ
れ
を
、
主
知
主
義
的
な
宗
教
理
解
―
―
社
会
を
表
わ
す
象
徴

体
系
と
し
て
宗
教
を
と
ら
え
る
―
―
か
ら
、
主
意
主
義
的
な
宗
教
理
解
―
―
社
会
を

作
り
直
す
メ
カ
ニ
ス
ム
を
宗
教
の
な
か
に
見
出
す
―
―
へ
の
移
行
と
し
て
提
示
し
た
。
デ

ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る
宗
教
理
解
の
、
こ
の
よ
う
に
根
本
的
な
構
造
転
換
に
は
、
と
り
わ
け

一
八
九
七
年
出
版
の
『
自
殺
論
』
か
ら
一
九
一
二
年
の
『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
』
に
い

た
る
ま
で
、
あ
し
か
け
一
五
年
間
に
お
よ
ぶ
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
思
想
展
開
―
―
一
言
で
い

え
ば
「
社
会
学
的
自
然
主
義
」
か
ら
「
社
会
学
的
理
想
主
義
」
へ
の
道
行
き
―
―
が
大
き

く
作
用
し
て
い
る
。

社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
序
説

―
―
『
社
会
学
年
報
』
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
を
中
心
に
―
―
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要
旨

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
モ
ー
ス
、
ユ
ベ
ー
ル
、
エ
ル
ツ
ら
に
代
表
さ
れ
る
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
研
究
は
、
宗
教
学
・
社
会
学
・
人
類
学
等
、
多
様
な
分
野
に
お
け
る
聖
俗
論

や
儀
礼
研
究
の
進
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。
け
れ
ど
も
彼
ら
の
宗
教
研
究
は
従
来
、
個
別
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
止
ま
り
、
そ
の
背
後
に
あ
る
緊
密
な
共
同
作
業

の
内
実
、
さ
ら
に
は
学
派
と
し
て
の
全
体
像
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
小
論
で
は
、
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
の
全
体
像
を
検
討
し
て
い
く
予
備
作
業
と

し
て
、
学
派
に
共
通
す
る
宗
教
研
究
の
枠
組
み
を
、『
社
会
学
年
報
』
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
の
分
析
か
ら
取
り
出
し
て
み
た
い
。

【
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社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
序
説
―
―
『
社
会
学
年
報
』
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
を
中
心
に
―
―
（
山

）

し
か
し
一
方
で
こ
の
時
期
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
彼
が
ボ
ル
ド
ー
大
学
か
ら
ソ
ル
ボ
ン

ヌ
に
移
り
（
一
九
〇
二
年
）、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
カ
デ
ミ
ス
ム
の
な
か
で
中
心
的
役
割
を
果

た
す
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
、『
社
会
学
年
報(l'A

nnee
sociologique)

』
を
創
刊
し
（
一

八
九
八
年
）、
若
手
の
研
究
者
を
糾
合
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
派
あ
る
い
は
社
会
学
年

報
学
派
等
と
称
さ
れ
る

(

２)

一
大
勢
力
を
築
い
て
い
く
時
期
と
も
重
な
っ
て
い
た
。
こ
の
社
会

学
年
報
学
派
の
活
動
の
な
か
で
は
、
あ
と
で
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
宗
教
研
究
が
ひ
と
つ

の
中
核
を
な
し
て
い
て
、『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
』
に
い
た
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
思
想

展
開
に
も
大
き
く
関
連
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
私
の
著
書
で
は
こ
の
点
に
関
し
て
わ

ず
か
し
か
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
社
会
学
年
報
学
派
総
体
の
宗
教
学
思
想
の

検
討
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
宗
教
学
思
想
を
考
察
す
る
上
で
も
重
要
な
布
石
と
な
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

小
論
で
は
、
手
始
め
に
社
会
学
年
報
学
派
内
部
で
宗
教
研
究
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
、
さ
ら
に
『
社
会
学
年
報
』
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構

成
の
変
遷
を
た
ど
る
な
か
で
、
学
派
に
共
通
す
る
宗
教
研
究
の
枠
組
み
を
素
描
し
て
み
た

い
。
も
と
よ
り
こ
こ
で
明
ら
か
と
な
る
枠
組
み
は
あ
く
ま
で
形
式
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い

が
、
そ
の
内
実
を
埋
め
、
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
の
実
質
的
な
全
体
像
を
探
っ

て
い
く
こ
と
が
、
私
の
今
後
の
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
作
業
は
ま
た
、
デ
ュ
ル
ケ

ー
ム
宗
教
学
思
想
の
再
考
と
い
う
目
標
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
近
代
宗

教
学
思
想
の
再
検
討
と
い
う
、
よ
り
大
き
な
問
題
設
定
に
も
通
底
し
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま
た
周
知
の
ご
と
く
、
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
研
究
が
テ
ー
マ
と

し
た
の
は
、
聖
観
念
、
供
犠
、
呪
術
、
死
者
儀
礼
、
祈

、
マ
ナ
イ
ス
ム
や
ト
ー
テ
ミ
ス

ム
、
さ
ら
に
は
社
会
構
造
と
宗
教
現
象
と
の
関
連
等
々
、
近
代
宗
教
学
の
成
立
を
考
え
る

上
で
避
け
て
は
通
れ
な
い
ト
ピ
ッ
ク
ス
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
社
会
学
年
報
学
派

の
宗
教
学
思
想
を
入
念
に
読
み
解
い
て
い
く
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
意
味
を

も
改
め
て
考
え
直
し
て
み
た
い
と
い
う
の
が
、
私
の
さ
さ
や
か
な
希
望
な
の
で
あ
る
。

一
　
社
会
学
年
報
学
派
に
お
け
る
宗
教
研
究
の
位
置
づ
け

『
社
会
学
年
報
』
は
一
八
九
八
年
の
創
刊
以
来
、
当
初
は
毎
年
、
一
九
〇
七
年
の
第
一

〇
巻
以
降
は
三
年
毎
に
公
刊
さ
れ
る
が
、
一
九
一
三
年
の
第
一
二
巻
を
最
後
に
途
絶
し
、

第
一
次
世
界
大
戦
の
混
乱
の
さ
な
か
、
一
九
一
七
年
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
死
も
相
俟
っ
て
、

学
派
と
し
て
の
活
動
は
一
応
の
終
焉
を
迎
え
る
。
戦

後
、
一
九
二
五
年
に
な
っ
て
『
社
会
学
年
報
』
は
モ

ー
ス
を
中
心
に
復
刊
さ
れ
―
―
復
刊
第
一
巻
に
モ
ー

ス
の
「
贈
与
論
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
―
―
、
新
た

な
活
動
が
再
開
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
第
二
巻
の
第
一

分
冊
を
出
し
た
後
、
休
刊
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
こ
で
は
通
例
に
倣
っ
て
、
ま
た
近
代
宗
教

学
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
う
点
も
勘
案
し
て
、
議
論

の
対
象
を
、
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
『
社
会
学
年

報
』
を
め
ぐ
る
動
き
に
限
定
し
て
お
く
。

ま
ず
、『
社
会
学
年
報
』
と
い
う
雑
誌
の
性
格
を

簡
単
に
押
さ
え
て
お
き
た
い
。『
社
会
学
年
報
』
は
、

通
例
、
二
、
三
編
の
論
文
が
収
録
さ
れ
た
第
一
部
と
、

ア
ナ
リ
ー
ズ
（
文
献
解
題
）
の
第
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（
表
１
「『
社
会
学
年
報
』

の
構
成
」
を
参
照
）。
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
八
七
〇
年
代
末
か
ら
、
様
々
な
学
問

分
野
で
『
年
報
』
の
創
刊
が
続
い
て
お
り
、
二
部
構
成
の
体
裁
そ
の
も
の
も
『
社
会
学
年

報
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
。
田
原
音
和
に
よ
れ
ば
、
そ
の
直
接
の
原
型
は
、
ア
ル
フ

レ
ッ
ド
・
ビ
ネ
が
一
八
九
五
年
に
創
刊
し
た
『
心
理
学
年
報
』
に
求
め
ら
れ
る

(

３)

。
た
だ
、

す
で
に
近
代
的
学
問
と
し
て
対
象
領
域
が
確
定
さ
れ
て
い
た
心
理
学
と
は
異
な
っ
て
、
未

だ
建
設
途
上
に
あ
っ
た
社
会
学
で
は
そ
の
対
象
も
未
確
定
で
、
関
連
他
学
科
か
ら
研
究
素

材
を
貪
欲
に
吸
収
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
『
社
会
学
年
報
』
の
場
合
、
第
一

部
の
論
文
よ
り
も
む
し
ろ
、
社
会
学
の
研
究
素
材
と
な
り
得
る
多
様
な
文
献
（
歴
史
、
宗

教
、
習
俗
、
道
徳
、
法
律
、
犯
罪
、
経
済
、
地
理
、
言
語
等
の
領
域
）
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る

第
二
部
の
方
が
、
分
量
的
に
も
大
部
分
を
占
め
、
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る

(

４)

。

『
社
会
学
年
報
』
の
ア
ナ
リ
ー
ズ
に
は
、
単
な
る
書
名
の
紹
介
の
み
の
も
の
も
含
ま
れ

る
が
、
そ
の
大
半
は
、
時
に
は
数
頁
に
も
お
よ
ぶ
こ
と
の
あ
る
書
評
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
多
様
な
文
献
を
整
理
す
る
項
目
の
立
て
方
は
、
あ
る
べ
き
社
会
学
の
方

向
性
を
規
定
す
る
枠
組
み
と
し
て
重
要
な
意
味
を
担
っ
て
い
た

(

５)

。
表
１
に
見
る
よ
う
に
、

そ
の
大
枠
は
一
貫
し
て
、
一
般
社
会
学
、
宗
教
社
会
学
、
道
徳
お
よ
び
法
社
会
学
、
犯
罪

社
会
学
、
経
済
社
会
学
、
社
会
形
態
学
（
第
二
巻
以
降
）、
そ
の
他
、
の
七
つ
の
セ
ク
シ

´
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社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
序
説
―
―
『
社
会
学
年
報
』
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
を
中
心
に
―
―
（
山

）

ョ
ン
に
分
け
ら
れ
て
い
た
が
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
下
位
区
分
は
、
年
々
変
貌
を
遂
げ
、
拡

充
さ
れ
て
い
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
強
い
指
導
力
が
働
い
て
い

た
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
同
時
に
、
総
計
四
七
名
に
の
ぼ
る
『
社
会
学

年
報
』
の
執
筆
者
―
―
社
会
学
年
報
学
派
の
構
成
メ
ン
バ
ー
―
―
に
よ
る
共
同
作
業
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
、
共
有
さ
れ
た
枠
組
み
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

社
会
学
年
報
学
派
の
メ
ン
バ
ー
構
成
、
あ
る
い
は
研
究
集
団
と
し
て
の
構
造
に
関
す
る

研
究
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
た
と
え
ば
ヤ
ッ
シ
ュ
・
ナ
ン

ダ
ン

(

６)

や
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ベ
ナ
ー
ル

(

７)

、
日
本
で
は
田
原
音
和

(

８)

、
内
藤
莞
爾

(

９)

ら
に
よ
っ
て
推
し

進
め
ら
れ
、
社
会
学
年
報
学
派
が
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
強
固
に
組
織
さ
れ
た
一

枚
岩
の
学
派
で
は
な
く
、
メ
ン
バ
ー
の
自
主
性
が
尊
重
さ
れ
た
ゆ
る
や
か
な
研
究
者
集
団

で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
が
、
現
在
で
は
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
の
共

同
作
業

(

１０)

に
は
あ
る
種
の
統
一
性
と
同
時
に
様
々
な
葛
藤
も
孕
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
相
剋
を
も
含
め
て
、
そ
の
全
体
像
が
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
っ
て
、
学
派
に
共
通
す
る
枠
組
み
が
存
在
し
、
し
か

も
そ
れ
が
『
社
会
学
年
報
』
自
体
の
構
成
に
体
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
だ
け
で

十
分
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
を
、
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
具
体
的
に
検
討

す
る
こ
と
が
、
小
論
の
目
的
と
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
社
会
学
年
報
』
に
お
い
て
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
一
貫
し
て
重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
ま
ず
、
表
１
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
ナ
リ
ー
ズ
全
体
の
構

成
の
な
か
で
、
そ
れ
は
常
に
一
般
社
会
学
の
次
、
個
別
社
会
学
の
筆
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、『
社
会
学
年
報
』
第
二
巻
序
文
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
言

葉
を
引
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
文
献
解
題
の
冒
頭
に
は
、
今
年
も
昨
年
と
同
様
、
宗
教
社
会
学
に
関
わ

る
も
の
が
見
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
種
の
現
象
に
与

え
た
一
種
の
優
位
性
に
驚
か
れ
る
向
き
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
こ
れ
ら

の
現
象
が
、
他
の
す
べ
て
の
現
象
―
―
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
他
の
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
の
現
象
―
―
が
由
来
す
る
胚
珠
だ
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
は
当
初
か
ら
、
み
ず
か
ら

の
う
ち
に
、
混
乱
し
た
状
態
で
は
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
の
要
素
を
含
ん
で
い
た
。
そ

れ
ら
の
要
素
は
相
互
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
様
式
で
分
離
し
あ
い
、
決
定
し
あ
い
、
結
合

し
あ
い
な
が
ら
、
集
合
生
活
の
多
様
な
発
現
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
科
学
と
詩

が
生
じ
た
の
は
、
神
話
と
伝
説
か
ら
で
あ
る
。
造
形
美
術
が
生
ま
れ
た
の
は
、
宗
教

的
装
飾
と
崇
拝
の
儀
式
か
ら
で
あ
る
。
法
と
道
徳
は
儀
礼
的
諸
実
践
か
ら
生
じ
た
。

世
界
に
つ
い
て
の
我
々
の
表
象
、
霊
魂
・
不
死
性
・
生
命
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
哲

学
的
諸
概
念
は
、
そ
の
最
初
の
形
態
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
、
宗
教
的
諸
信
念
を
知
ら

ず
に
は
理
解
で
き
な
い
。
親
族
関
係
は
、
本
質
的
に
宗
教
的
な
絆
で
あ
る
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
。
刑
罰
、
契
約
、
贈
与
、
賛
辞
は
、
贖
罪
の
供
犠
、
契
約
の
供
犠
、
コ
ミ

ュ
ニ
オ
ン
の
供
犠
、
顕
彰
の
供
犠
等
の
変
形
で
あ
る
。
…
…
数
多
く
の
問
題
が
、

宗
教
社
会
学
と
の
関
係
が
認
識
さ
れ
た
日
か
ら
、
そ
の
様
相
を
一
変
す
る

(

１１)

。

こ
こ
に
は
、
宗
教
が
す
べ
て
の
社
会
制
度
の
「
胚
珠(germ

e)

」
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
こ
れ
を
対
象
と
す
る
宗
教
社
会
学
こ
そ
が
す
べ
て
の
社
会
制
度
研
究
の
基
礎
に
な
る
と

い
う
歴
史
的
な
い
し
は
発
生
論
的
視
点
を
、
と
り
あ
え
ず
は
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
い
い

か
え
れ
ば
こ
れ
は
、
社
会
学
総
体
の
発
展
の
な
か
で
宗
教
社
会
学
が
方
法
論
的
に
枢
要
な

位
置
を
占
め
る
と
す
る
認
識
で
あ
る
。
し
か
し
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
の
思
想
展
開
に
お

い
て
も
こ
の
発
生
論
的
視
点
は
徐
々
に
後
退
す
る

(

１２)

の
み
な
ら
ず
、『
社
会
学
年
報
』
に
お

け
る
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
自
体
も
、
こ
の
よ
う
な
発
生
論
的
方
法
と
は
無
関

係
に
、
独
自
の
展
開
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
そ
の
展
開
を
追
っ
て
い
く
前

に
、
社
会
学
年
報
学
派
の
メ
ン
バ
ー
構
成
と
い
う
別
の
側
面
か
ら
も
、
宗
教
社
会
学
の
優

位
性
を
裏
付
け
て
お
き
た
い
。

次
頁
の
表
２
「『
社
会
学
年
報
』
宗
教
社
会
学
関
連
項
目
等
一
覧
」
は
、『
社
会
学
年
報
』

全
巻
に
掲
載
さ
れ
た
、
宗
教
研
究
関
連
の
論
文
な
ら
び
に
、
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の

構
成
と
担
当
者
と
を
、
各
巻
の
目
次
か
ら
抜
粋
し
て
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
と
く
に
宗
教
研
究
を
担
う
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
ア
ン
リ
・
ユ
ベ
ー
ル
（
一
八

七
二
―
一
九
二
七
）、
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
（
一
八
七
二
―
一
九
五
〇
）、
ロ
ベ
ー
ル
・
エ

ル
ツ
（
一
八
八
一
―
一
九
一
五
）
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
（
一
八
五
八
―
一
九
一
七
）
を
加

え
た
四
人

(
１３)

を
色
分
け
し
て
示
し
て
あ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
宗
教
社

会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
一
貫
し
て
モ
ー
ス
と
ユ
ベ
ー
ル
が
担
当
し
、
第
九
巻
（
一
九
〇
六

年
）
か
ら
、
エ
ル
ツ
が
加
わ
る
よ
う
に
な
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
も
っ
ぱ
ら
道
徳
社
会
学

と
社
会
形
態
学
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
担
当
し
て
い
て
、
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
関
与
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は
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
に
止
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
の
彼
の
論
文
や
講
義
内
容

か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
（
表
３
「
社
会
学
年
報
学
派
に
よ
る
宗
教
研
究
関
連
の
著
作
」
を

参
照
）、
宗
教
へ
の
関
心
を
強
く
持
続
し
な
が
ら
、『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
』
刊
行
の
た

め
に
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ち
な
み
に
第
一
巻
か
ら
第
一
〇
巻
ま
で
の
『
社
会
学
年
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
全

部
で
二
二
編
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
半
数
近
く
を
占
め
る
一
〇
編
が
こ
の
四
人
に
よ
っ
て

執
筆
さ
れ
、
そ
の
大
半
は
宗
教
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
表
２
な
ら
び
に
表
３
を
参

照
）。
さ
ら
に
ベ
ナ
ー
ル
の
研
究

(

１４)

に
よ
れ
ば
、『
社
会
学
年
報
』
全
巻
に
掲
載
さ
れ
た
二
五

行
以
上
の
書
評
二
〇
九
七
編
の
う
ち
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
三
三
〇
編
、
モ
ー
ス
が
三
二
六

編
、
ユ
ベ
ー
ル
が
二
七
二
編
と
、
上
位
三
位
ま
で
を
独
占
し
て
い
る
。
こ
れ
に
エ
ル
ツ
に

よ
る
書
評
二
〇
編
を
加
え
る
と
、
合
計
九
四
八
編
と
な
り
、
全
体
の
書
評
数
の
、
実
に
四

五
％
に
上
る
。
こ
れ
ら
の
書
評
は
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
以
外
の
も
の
も
含
み
、
ま
た

単
な
る
量
的
な
指
標
に
す
ぎ
な
い
と
は
言
え
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
モ

ー
ス
と
ユ
ベ
ー
ル
も
ま
た
社
会
学
年
報
学
派
の
中
核
メ
ン
バ
ー
に
位
置
し
、
彼
ら
が
担
当

す
る
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
が
、『
社
会
学
年
報
』
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
の
一
翼
を

強
力
に
担
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
宗
教
研
究
は
、
社
会
学
年
報
学
派
の
活
動
に
お
い
て
中
核
的
な
位
置
を

占
め
て
お
り
、
ま
た
そ
の
成
果
が
、
人
類
学
を
中
心
と
し
た
宗
教
研
究
、
儀
礼
研
究
に
計

り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
こ
と
も
周
知
の
通
り
で
あ
る

(

１５)

。
し
か
し
、
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
や
モ
ー
ス
と
い
っ
た
、
影
響
力
の
大
き
な
思
想
家
の
個
性
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
、

そ
の
背
景
に
あ
っ
た
は
ず
の
緊
密
な
共
同
作
業
や
、
あ
る
い
は
社
会
学
年
報
学
派
と
し
て

の
宗
教
研
究
の
全
体
像
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る

(

１６)

。
少
数
の
例
外
と
し
て
は
た
と
え
ば
、
最
近
、
竹
沢
尚
一
郎
が
、
お
そ
ら
く
フ
ラ

ン
ソ
ワ
＝
ア
ン
ド
レ
・
イ
ザ
ン
ベ
ー
ル
の
議
論
も
ふ
ま
え
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
お
け
る

聖
観
念
の
展
開
に
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
に
よ
る
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」

（
一
八
九
八
年
）
な
ら
び
に
「
呪
術
の
一
般
理
論
素
描
」（
一
九
〇
四
年
）
が
決
定
的
な
影

響
を
与
え
た
と
指
摘
し
て
い
る

(

１７)

。
た
し
か
に
、「
供
犠
」
論
文
に
お
け
る
聖
俗
転
換
の
動

態
的
な
視
角
と
、「
呪
術
」
論
文
に
お
け
る
非
人
格
的
な
呪
術
・
宗
教
的
力
＝
マ
ナ
の
観

念
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
聖
観
念
に
も
必
須
の
構
成
要
素
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

け
れ
ど
も
そ
れ
が
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
か
ら
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
へ
の
一
方
的
な
影
響
関
係
に

よ
る
も
の
と
言
い
切
れ
る
か
ど
う
か
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る

(

１８)

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
社

会
学
年
報
』
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
彼
ら
の
宗
教
研
究
の
全
体
像
を
、
そ
の
相
互
的
な
影

響
の
具
体
的
様
相
を
確
認
し
な
が
ら
周
到
に
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る

(

１９)

。
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社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
序
説
―
―
『
社
会
学
年
報
』
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
を
中
心
に
―
―
（
山

）



も
ち
ろ
ん
、
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
の
全
体
的
な
把
握
は
、
基
本
的
に
は
、

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
ユ
ベ
ー
ル
、
モ
ー
ス
、
エ
ル
ツ
ら
に
よ
る
個
々
の
著
作
の
具
体
的
内
容

を
詳
細
に
吟
味
し
比
較
す
る
な
か
で
な
し
と
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、

そ
の
前
段
階
の
い
わ
ば
外
堀
を
埋
め
る
試
み
と
し
て
、『
社
会
学
年
報
』
の
宗
教
社
会
学

セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
の
変
遷
を
簡
単
に
た
ど
っ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
形
式
面
か
ら
社

会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
の
全
体
像
を
探
り
、
今
後
の
作
業
の
た
め
の
見
取
り
図
を

示
す
試
み
と
も
い
え
る
だ
ろ
う

(

２０)

。

二
　
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
の
変
遷

次
頁
の
表
４
「
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
の
変
遷
」
は
、
先
の
表
２
「『
社
会

学
年
報
』
宗
教
社
会
学
関
連
項
目
等
一
覧
」
の
な
か
か
ら
、
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の

項
目
だ
け
を
取
り
出
し
て
日
本
語
に
移
し
替
え
、
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

参
照
し
な
が
ら
以
下
の
記
述
を
読
ん
で
頂
き
た
い
。

ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
の
出
発
点
は
、
一
八
九
七
年
六

月
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
モ
ー
ス
に
宛
て
た
書
簡
に
、
そ
の
原
型
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
な
か
で
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
モ
ー
ス
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
ア
ナ
リ
ー
ズ
の
た
め
の
文

献
リ
ス
ト
に
対
し
て
、「
原
始
民
族
」
や
民
俗
学
関
連
の
文
献
が
欠
落
し
、
社
会
学
的
視

点
が
稀
薄
で
あ
る
と
し
て
、
か
な
り
手
厳
し
い
言
葉
で
不
満
を
あ
ら
わ
に
し
、
項
目
立
て

に
関
す
る
み
ず
か
ら
の
試
案
を
示
す
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
総
論
」、「
供
犠
」、「
消

極
的
祭
祀
」、「
祈

」、「
神
話
」、「
埋
葬
儀
礼
」、「
原
始
的
祭
祀
」、「
原
始
的
信
念
」
と

い
っ
た
主
要
項
目
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
「
死
者
に
関
わ
る
信
念
と
儀
礼
」、「
家
庭
祭
祀

(culte
dom

estique)

」
も
項
目
の
候
補
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
た

(

２１)

。

お
そ
ら
く
は
、
こ
の
よ
う
な
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
指
示
を
受
け
て
、
モ
ー
ス
が
構
想
し
た

の
が
第
一
巻
の
構
成
で
あ
る
。
表
４
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
シ
ン

プ
ル
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
、「
原
始
宗
教
」
と
「
民
間
崇
拝(cultes

populaires)

」（
い

わ
ゆ
る
「
民
間
信
仰
」
を
指
す
）
へ
の
着
目
、「
死
者
に
関
わ
る
信
念
と
実
践
」、
宗
教
的

行
為
と
し
て
の
儀
礼
と
宗
教
的
思
考
と
し
て
の
神
話
の
二
分
法
、
社
会
集
団
と
し
て
の
祭

祀
組
織
と
い
っ
た
項
目
立
て
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
、
基
本
的
に
後
の
各
巻
の
構
成
に
受
け

継
が
れ
て
い
く
も
の
と
い
え
る
。

た
だ
第
四
巻
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
配
列
や
名
称
、
さ
ら
に
は
小
項
目
の
立
て

方
に
関
し
て
か
な
り
の
異
動
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
「
家
庭
祭
祀
」
の
項
目
は
第
二
巻

以
降
、
ま
た
「
農
耕
に
関
わ
る
崇
拝
」
の
文
言
は
第
四
巻
以
降
、
姿
を
消
し

(

２２)

、「
原
始
宗

教
」
と
「
民
間
の
俗
信
」
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
基
本
的
な
宗
教
現
象
」
の
項
目
が
第
三

巻
か
ら
登
場
す
る
。
第
二
巻
に
初
め
て
姿
を
現
わ
す
「
呪
術
」
は
、
独
立
の
項
目
と
し
て

扱
わ
れ
た
り
、「
基
本
的
な
宗
教
現
象
」
に
組
み
込
ま
れ
た
り
、
な
か
な
か
所
在
が
確
定

し
な
い
。
第
四
巻
で
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
「
神
話
」、「
伝
説
」、

「
物
語
」、「
教
義
」
に
、「
神
々
と
諸
他
の
宗
教
的
存
在
の
概
念
」
が
付
加
さ
れ
て
、「
宗

教
的
表
象
」
の
項
目
が
新
設
さ
れ
る
。
同
じ
く
第
四
巻
か
ら
、「
儀
礼
」
の
項
目
も
「
身

体
儀
礼(rites

m
anuels)

」、「
口
誦
儀
礼(rites

verbaux)

」、「
祭
、
宗
教
暦
」
の
小
項
目

に
細
分
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
め
ま
ぐ
る
し
い
項
目
の
移
り
変
わ
り
は
、
宗
教
現
象

を
分
類
す
る
枠
組
み
創
出
の
た
め
の
試
行
錯
誤
の
現
わ
れ
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ

に
関
連
し
て
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
の
ち
に
モ
ー
ス
が
述
懐
す
る
、『
社
会

学
年
報
』
の
性
格
の
変
化
で
あ
る
。

年
報
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
わ
れ
わ

れ
と
彼
が
、
す
べ
て
の
種
類
の
社
会
学
的
主
題
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
視
点
を
体
系

的
に
表
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
考

え
る
と
こ
ろ
で
は
、
急
速
に
、
方
法
の
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
は
ま
っ
た
く
の
別

物
と
な
り
、
経
済
学
者
、
宗
教
史
家
、
法
理
論
家
な
ど
の
多
様
な
学
派
へ
の
異
議
申

し
立
て
と
も
別
物
と
な
っ
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
指
導
の
も
と
、
あ
え
て
言
え
ば
私

、
、
、
、
、
、
、

の
後
押
し
も
少
し
は
あ
ず
か
っ
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
わ
れ
わ
れ
は
一
致
団
結
し
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
単
に
観
念
の
み

、
、
、
、
、
、

な
ら
ず

、
、
、

、
む
し
ろ
事
実
を
組
織
し
よ
う
と
し
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
で
あ
る
。
第
二
巻
以
降
、
年
報
は
、

多
様
な
特
殊
社
会
学
の
、
十
分
に
手
を
入
れ
て
更
新
さ
れ
た
一
種
の
総
覧
と
な
っ
た

(

２３)

（
傍
点
の
強
調
は
引
用
者
に
よ
る
）。

モ
ー
ス
が
明
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
い
う
「
方
法
の
た
め
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
」
の
「
方
法
」
と
は
、
前
節
で
触
れ
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
発
生
論
的
方
法
の
こ
と

を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
発
生
論
的
方
法
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の
性
格
を
前

面
に
押
し
出
し
つ
つ
、
隣
接
学
問
か
ら
の
社
会
学
の
独
立
を
声
高
に
主
張
す
る
方
向
性
か

ら
、
い
わ
ば
社
会
的
事
実
に
直
接
向
き
合
っ
て
実
質
的
な
研
究
成
果
を
蓄
積
し
て
い
こ
う
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と
す
る
方
向
性
へ
の
転
換
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
控
え
め
な
表
現

な
が
ら
、
モ
ー
ス
自
身
が
こ
の
方
向
転
換
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
方
向
転
換
の
帰
結
と
し
て
、
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、
現
実
の
多
様
な
宗
教
現
象
を
分
類
し
て
い
く
試
み
が
、
第
二
巻
以
降
精
力
的

に
続
け
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
模
索
の
果
て
に
、

第
五
巻
の
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
序(introduction)

(

２４)

に
お
い
て
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー

ス
は
次
の
よ
う
に
宣
言
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
想
は
、
こ
こ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
の
進

展
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
今
後
の
変
更
を
み
ず
か
ら
に
禁
ず

る
も
の
で
は
な
い
が
、
よ
り
安
定
し
た
方
式
に
到
達
し
た
と
信
じ
て
い
る
の
で
、
い

く
つ
か
の
言
葉
を
費
や
し
て
、
こ
の
方
式
の
正
当
化
に
努
め
て
み
よ
う
と
思
う
。

理
想
的
な
分
類
は
、
宗
教
現
象
の
総
体
を
以
下
の
四
つ
の
項
目
の
も
と
に
配
分
す

る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
一
、
宗
教
的
表
象(representations

religieuses)

。
こ
こ
に

は
、
宗
教
生
活
を
支
配
す
る
諸
観
念
と
、
そ
こ
で
練
り
上
げ
ら
れ
た
諸
観
念
、
す
な

わ
ち
信
念
、
神
話
、
教
義
が
配
列
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
二
、
宗
教
的
実
践(P

ratiques

religieuses)

。
す
な
わ
ち
、
あ
ら
か
じ
め
研
究
さ
れ
た
諸
観
念
な
い
し
は
諸
信
念
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
、
行
為
様
式
と
行
為
の
規
則
、
多
様
な
種
類
の
身
体
儀
礼
な
い

し
は
口
誦
儀
礼
な
ら
び
に
そ
れ
ら
を
遂
行
す
る
た
め
の
諸
条
件
。
―
―
こ
れ
ら
最
初

の
二
つ
の
項
目
の
区
別
は
、
諸
事
実
の
、
動
作
と
表
象
へ
の
通
常
の
分
類
に
対
応
し

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
三
、
宗
教
的
組
織(O

rganisation
religieuse)

。
あ
る

い
は
先
行
す
る
場
面
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
観
念
な
い
し
は
実
践
が
そ
こ
に
お
い
て

機
能
す
る
と
こ
ろ
の
、
構
成
さ
れ
た
諸
集
団
の
体
制
（
位
階
制
、
教
会
、
修
道
院
、

秘
密
結
社
な
ど
）
…
…
四
、
宗
教
体
系(System

es
religieux)

。
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン

に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
先
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
諸
事
実
の
自
然
的
な

集
合
、
す
な
わ
ち
個
別
諸
宗
教
、
な
い
し
は
共
通
の
本
質
的
諸
特
性
（
ト
ー
テ
ミ
ス

ム
、
多
神
教
な
ど
）
を
示
し
て
い
る
諸
宗
教
の
総
体
に
取
り
組
む
の
で
あ
り
、
そ
れ

ら
双
方
の
一
般
的
な
特
質
を
決
定
す
る
よ
う
努
め
る
で
あ
ろ
う

(

２５)

（
傍
点
は
原
文
の
イ

タ
リ
ッ
ク
に
よ
る
強
調
を
示
し
て
い
る
）。

こ
こ
で
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
、
宗
教
現
象
を
と
ら
え
る
上
で
の
四
つ
の
原
理
的
な
カ

テ
ゴ
リ
ー
、
す
な
わ
ち
表
象
＝
信
念
、
実
践
＝
儀
礼
、
社
会
組
織
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
を

包
摂
す
る
全
体
的
な
宗
教
体
系
の
概
念
を
提
示
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
こ
で
表

明
さ
れ
て
い
る
の
は
、
信
念
、
実
践
、
組
織
の
三
つ
の
基
本
要
素
が
一
つ
の
ま
と
ま
り
を

な
し
て
体
系
を
構
成
す
る
も
の
が
宗
教
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
す
る
発
想
で
あ
り

(

２６)

、
そ
れ
は

基
本
的
な
枠
組
み
と
し
て
は
、『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
』
に
お
け
る
あ
の
有
名
な
宗
教

の
定
義
に
も
重
な
り
合
う
と
い
え
る

(

２７)

。
さ
ら
に
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の

原
理
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
さ
な
い
、
独
立
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、
呪
術
、
な
ら
び
に

「
死
者
に
関
わ
る
信
念
と
実
践
」
を
挙
げ
て
い
る
。

た
だ
、
第
五
巻
の
時
点
で
は
、
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
な
か
で
も
と
く
に
宗
教
体
系

と
い
う
概
念
は
、
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
項
目
と
し
て
明
確
に
は
打
ち
出
さ
れ
な
か

っ
た
。
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
、
先
の
引
用
文
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

諸
事
実
と
諸
著
作
と
は
、
こ
の
分
類
の
明
快
さ
に
は
、
ま
だ
適
し
て
い
な
い
。
そ

れ
故
わ
れ
わ
れ
は
、こ
れ
と
は
別
に
、宗
教
生
活
の
基
本
形
態(F

orm
es

elem
entaires

de
la

vie
religieuse)

と
い
う
表
題
の
も
と
で
、ト
ー
テ
ミ
ス
ム
の
よ
う
な
宗
教
体
系
、

い
わ
ゆ
る
野
蛮
な
諸
民
族
の
諸
儀
礼
、
諸
信
念
、
宗
教
的
組
織
を
研
究
す
る
で
あ
ろ

う
。
い
わ
ゆ
る
文
明
諸
民
族
の
「
民
俗(folk-lore)

」
を
構
成
す
る
風
化
し
た
諸
事

実
の
総
体
と
同
様
に

(

２８)

（
傍
点
は
原
文
の
イ
タ
リ
ッ
ク
に
よ
る
強
調
を
示
し
て
い
る
）。

こ
う
し
て
、
第
三
巻
以
降
の
「
基
本
的
な
宗
教
現
象
」
と
い
う
項
目
を
引
き
継
ぐ
形
で
、

「
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
」
と
い
う
呼
称
が
採
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
引
用
文

に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
原
始
宗
教
」
と
断
片
的
な
「
民
間
信
仰
」
と
を
包
摂
す
る
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
あ
っ
た

(

２９)

。
第
七
巻
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、「
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
民
間
の

信
念
と
実
践
」
が
分
離
・
独
立
し
、「
一
般
的
な
宗
教
体
系
」
の
項
目
が
創
設
さ
れ
る
の

だ
が
、
そ
の
遅
延
の
理
由
と
し
て
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
、「
原
始
宗
教
」
が
民
族
誌
家

に
よ
っ
て
体
系
と
し
て
は
十
分
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
挙
げ
て
い
る

(

３０)

。

け
れ
ど
も
、
む
し
ろ
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
「
普
遍
宗
教
」
や
ユ
ダ
ヤ
教
な
ど
の
「
民
族
宗

教
」
―
―
い
ず
れ
も
そ
れ
ま
で
は
「
大
宗
教(les

grandes
religions)

に
関
す
る
様
々
な
研

究
」
の
項
目
に
一
括
さ
れ
て
き
た
―
―
を
、
い
わ
ゆ
る
「
原
始
宗
教
」
と
同
じ
カ
テ
ゴ
リ

´́

｀

´

宗
教
生
活
の
基
本
形
態

、
、
、
、
、
、
、
、
、

宗
教
的
実
践

、
、
、
、
、

宗
教
的
組
織

、
、
、
、
、

宗
教
的
表
象

、
、
、
、
、

宗
教
体
系

、
、
、
、
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ー
に
含
め
る
こ
と
へ
の
躊
躇
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
第
七
巻
以
降
、
先
ほ
ど
の
四
つ
の
原
理
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
基
軸
と

し
て
、
名
称
に
若
干
の
変
化
は
あ
る
も
の
の
、「
概
説
、
宗
教
哲
学
」、「
宗
教
体
系
」、

「
民
間
の
信
念
と
実
践
」、「
死
者
に
関
わ
る
信
念
と
実
践
」、「
呪
術
」、「
儀
礼
」、「
宗
教

的
表
象
」、「
宗
教
社
会
」
と
い
う
柱
が
固
定
さ
れ
、
社
会
学
年
報
学
派
と
し
て
の
宗
教
理

解
の
大
枠
が
一
応
成
立
し
た
、
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
四
つ
の
原
理
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
即

し
て
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
柱
の
な
か
で
も
「
宗
教
体
系
」
は
、
そ
れ
が
所
属
す
る
社
会
類

型
と
の
関
連
で
い
っ
そ
う
多
様
化
し
、
と
く
に
第
一
一
巻
以
降
設
け
ら
れ
た
「
下
級
社
会

の
宗
教
体
系
」
の
項
目
で
は
、
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
を
基
準
と
し
た
類
型
化
の
試
み
が
最
後
ま

で
続
く
こ
と
に
な
る

(

３１)

。「
儀
礼
」
に
関
し
て
は
、
宗
教
暦
と
祭
、
身
体
儀
礼
、
口
誦
儀
礼
、

儀
礼
の
機
制
、
消
極
的
儀
礼
、「
宗
教
的
表
象
」
に
つ
い
て
は
、
自
然
現
象
の
宗
教
的
表

象
、
神
や
精
霊
等
霊
的
存
在
の
表
象
、
神
話
、
伝
説
、
教
義
が
そ
れ
ぞ
れ
下
位
区
分
と
し

て
設
定
さ
れ
る
。
と
く
に
自
然
現
象
の
宗
教
的
表
象
は
、
分
類
体
系
等
の
認
識
社
会
学
的

な
問
題
に
も
結
び
つ
く
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た

(

３２)
。「
宗
教
社
会
」
に
関
し
て
は
、
全
巻
を
通

じ
て
詳
細
な
分
類
の
試
み
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
宗
教
社
会
が
そ
の
ま

ま
全
体
社
会
に
合
致
す
る
い
わ
ゆ
る
「
原
始
宗
教
」
が
学
派
の
主
た
る
関
心
の
対
象
で
あ

っ
た
た
め
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、
簡
単
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
の
変
遷
は
、
ユ

ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
を
中
心
と
し
て
、
宗
教
研
究
の
枠
組
み
が
形
作
ら
れ
て
い
く
過
程
で
も

あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
註
で
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
種
々
の
見
解
の
相
違
・
葛

藤
、
さ
ら
に
は
視
点
の
揺
れ
な
ど
が
見
出
さ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
宗
教
現
象
を
と
ら
え

る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
分
類
と
い
う
点
で
は
、
共
通
の
枠
組
み
が
存
在
し
て
い
た
、
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
先
の
表
３
「
社
会
学
年
報
学
派
に
よ
る
宗
教
研
究
関
連
の

著
作
」
に
掲
げ
ら
れ
た
著
作
の
な
か
で
、
と
く
に
宗
教
現
象
を
直
接
の
対
象
と
す
る
論
考

は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
枠
組
み
の
な
か
に
位
置
付
け
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で

あ
る
（
表
５
「
宗
教
研
究
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
主
要
著
作
」
を
参
照
の
こ
と
）。
あ
る
い
は

逆
に
、
そ
の
よ
う
な
個
別
研
究
の
進
展
に
促
さ
れ
て
、
宗
教
現
象
を
と
ら
え
る
際
の
枠
組

み
と
し
て
の
項
目
立
て
が
、
徐
々
に
自
覚
さ
れ
て
い
っ
た
と
見
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な

い
。
そ
し
て
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
『
宗
教
生

活
の
基
本
形
態
』
こ
そ
は
、
そ
の
副
題

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
ト
ー
テ
ム

体
系
」
が
示
し
て
い
る
と
お
り
、
そ
れ
ら

の
個
別
研
究
を
ふ
ま
え
な
が
ら

(

３３)

、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
を
素
材
と
し

て
、
一
つ
の
宗
教
体
系
を
総
体
と
し
て
描

き
出
そ
う
と
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
個
別
具
体
的

な
宗
教
体
系
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
り
な
が

ら
、
宗
教
現
象
を
と
ら
え
る
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
網
羅
し
つ
つ

(

３４)

、
宗
教

生
活
一
般
の
基
本
的
な
表
出
形
態
を
描
き

出
そ
う
と
す
る
壮
大
な
試
み
で
も
あ
っ

た
。こ

の
よ
う
に
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教

学
思
想
は
、
最
終
的
に
『
宗
教
生
活
の
基

本
形
態
』
へ
と
収
斂
し
て
い
く
と
見
る
こ

と
も
可
能
だ
ろ
う
し
、
実
際
、
そ
の
よ
う

な
説
明
に
は
か
な
り
の
説
得
力
が
あ
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
で

は
結
局
の
と
こ
ろ
、
総
帥
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

の
強
力
な
指
導
に
付
き
従
っ
た
高
弟
た
ち

と
い
う
、
旧
来
の
社
会
学
年
報
学
派
像
を

打
破
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ユ
ベ
ー
ル
、

モ
ー
ス
、
エ
ル
ツ
ら
の
宗
教
研
究
は
、
明

ら
か
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
そ
れ
と
は
異
な

る
独
自
性
を
持
ち
、
だ
か
ら
こ
そ
の
ち
に

大
き
な
影
響
を
残
し
得
た
と
考
え
ら
れ

る
。
個
々
の
論
考
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
、
表５ 宗教研究のカテゴリーと主要著作 

デュルケーム「宗教現象の定義について」 概説、宗教哲学 
ユベール「シャントピー・ド・ラ・ソーセー『宗教史教本』仏訳への序論」 
ユベールとモース「若干の宗教現象の分析への序論」 

デュルケーム「トーテミスムについて」 宗教体系 
デュルケーム『宗教生活の基本形態』 

エルツ「聖ベス」 民間の信念と実践 

エルツ「死の集合表象に関する研究試論」 死者に関わる信念と実践 

ユベールとモース「呪術の一般理論素描」 呪術 
モース「オーストラリア社会における呪術的力の起源」 

ユベールとモース「供犠の本質と機能に関する試論」 儀礼 
モース『祈 』 

デュルケームとモース「分類の若干の原始的形態について」 宗教的表象 
ユベール「宗教と呪術における時間の表象についての梗概的研究」 
エルツ「右手の優越」 

（1899） 

（1902） 

（1908） 
（1904） 

（1909） 
（1905） 

（1903） 

（1909） 

（1907） 

（1913） 

（1912） 

（1899） 

（1904） 
（1904） 
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社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
序
説
―
―
『
社
会
学
年
報
』
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
を
中
心
に
―
―
（
山

）

彼
ら
の
共
同
作
業
の
内
実
に
幾
分
な
り
と
も
分
け
入
り
、
彼
ら
に
共
有
さ
れ
る
枠
組
み
の

形
成
過
程
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
逆
に
彼
ら
の
宗
教
研
究
の
独
自
性
を
浮
き

彫
り
に
し
、
そ
の
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
い
さ
さ

か
迂
遠
な
道
程
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
派
内
に
蓄
積
さ
れ
た
豊
穣
な
多
様
性
を
十

分
に
汲
み
取
り
な
が
ら
、
い
い
か
え
れ
ば
、
共
通
の
根
か
ら
い
か
に
し
て
多
彩
な
果
実
が

生
み
出
さ
れ
た
の
か
を
見
届
け
な
が
ら
、
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
の
全
体
像
を

描
き
出
す
こ
と
、
こ
れ
が
私
の
当
面
の
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

註

（
１
）
山

亮
『
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
宗
教
学
思
想
の
研
究
』（
未
來
社
、
二
〇
〇
一
年
）

（
２
）
私
は
、
メ
ン
バ
ー
の
共
同
作
業
の
場
と
し
て
の
『
社
会
学
年
報
』
を
重
視
す
る
立

場
か
ら
、「
社
会
学
年
報
学
派(l'ecole

de
l'A

nnee
sociologique)

」
の
呼
称
を
用
い

る
。

（
３
）
田
原
音
和
「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
『
学
派
』
と
は
何
か
―
―
『
社
会
学
年
報
』
の
創
刊
を

め
ぐ
っ
て
―
―
」（
同
『
歴
史
の
な
か
の
社
会
学
―
―
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
デ
ュ
ル
ケ
ミ
ア

ン
』﹇
木
鐸
社
、
一
九
八
三
年
﹈
五
一
―
五
二
頁
）。

（
４
）
第
一
一
巻
と
第
一
二
巻
で
は
論
文
は
も
は
や
掲
載
さ
れ
ず
、
ア
ナ
リ
ー
ズ
の
み
の

構
成
と
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
、
モ
ー
ス
に
宛
て
た
書
簡
（
一
八
九
七
年
六
月
）
の
な
か
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
宗
教
社
会
学
を
創
造
す
べ
き
素
材
を
構
成
す
る
」
こ
と

が
重
要
な
の
で
あ
り
、
取
り
上
げ
る
べ
き
文
献
の
「
主
要
な
選
別
は
、
出
版
さ
れ
た
著

作
が
、
提
出
さ
れ
あ
る
い
は
提
出
さ
れ
る
べ
き
問
題
と
維
持
し
て
い
る
関
係
に
従
っ
て

な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
わ
れ
わ
れ
各
自
の
仕
事
の
最
も
重
要
な
部
分
を
構
成
す

る
の
は
、
諸
著
作
を
こ
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
」(E

.D
u

rk
h

eim
,

L
ettres

a
M

auss,
PU

F,
1998,

p.68)

。
あ
る
い
は
一
九
〇
〇
年
七
月
六
日
付
の
セ
レ

ス
タ
ン
・
ブ
ー
グ
レ
宛
書
簡
で
は
、「
こ
う
し
た
分
類
の
仕
事
こ
そ
が
重
要
な
の
だ
。

そ
れ
は
ま
さ
し
く
社
会
学
を
体
系
づ
け
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
…
…
こ
れ
は
お
そ
ら

く
、
こ
の
『
年
報
』
が
後
世
に
残
す
も
の
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
」(R

evue
fran'aise

de
sociologie

xvii-2,1976,p.176)

と
も
述
べ
て
い
る
。

（
６
）Y

.N
andan,

T
he

D
urkheim

ian
School:

A
System

atic
and

C
om

prehensive

B
ibliography,G

reenw
ood

Press,1977.

（
７
）P

.B
esnard,

L
a

form
ation

de
l'equipe

de
l'A

nnee
sociologique,

R
evue

fran 'aise
de

sociologie
xx-1,1979.

（
８
）
田
原
音
和
前
掲
書
。

（
９
）
内
藤
莞
爾
『
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
史
研
究
―
―
デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
と
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー

ス
』（
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
八
八
年
）。

（
10
）
た
と
え
ば
モ
ー
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
共
同
作
業
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
強
調
し
て

い
る
。「
私
を
学
派
の
仕
事
か
ら
切
り
離
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
…
…
集
団
に
お
け

る
共
同
作
業
の
感
覚
、
ま
た
協
同
が
孤
立
に
対
抗
す
る
力
で
あ
り
、
独
創
性
が
あ
る
と

思
い
上
が
っ
た
研
究
に
対
抗
す
る
力
で
も
あ
る
と
い
う
確
信
、
お
そ
ら
く
こ
こ
に
こ
そ
、

昨
日
以
上
に
今
日
の
、
私
の
学
問
的
経
歴
を
特
徴
づ
け
る
も
の
が
あ
る
」（M

.M
auss,

L
'oeuvre

de
M

auss
par

lui-m
em

e,
R

evue
fran 'aise

de
sociologie

xx-1,
1979,

p.209.

こ
れ
は
、
モ
ー
ス
が
一
九
三
〇
年
頃
に
執
筆
し
た
自
身
の
知
的
履
歴
書
と
も
い

う
べ
き
文
献
で
あ
る
）。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
共
同
作
業
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
総
帥

と
し
て
君
臨
す
る
上
意
下
達
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
一
八
九
三
年
か
ら
一
九
一

四
年
ま
で
の
二
〇
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
学
の
進
歩
は
、
も
し
も
わ
れ
わ
れ

が
一
つ
の
作
業
集
団
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
不
可
能
だ
っ
た
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
一

人
の
総
帥
、
一
人
の
哲
学
者
の
周
り
を
囲
む
盲
目
的
な
弟
子
た
ち
の
単
な
る
学
派
で
は

な
い
。
た
し
か
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
広
い
射
程
を
持
っ
た
ア
イ
デ
ア
に
富
ん
で
い
た
。

け
れ
ど
も
、
彼
の
周
り
に
わ
れ
わ
れ
を
集
め
た
の
は
、
彼
が
、
そ
の
方
法
の
き
わ
め
て

確
実
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
ま
た
そ
の
認
識
が
き
わ
め
て
広
大
か
つ
綿
密
に
立
証
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
の
一
人
の
学
者
で
あ
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
が
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

彼
の
デ
カ
ル
ト
主
義
、
諸
事
実
に
つ
い
て
の
、
常
に
現
実
的
か
つ
合
理
的
な
探
求
、
彼

が
そ
れ
ら
の
事
実
を
認
識
し
見
渡
す
際
の
力
量
、
こ
こ
に
こ
そ
、
私
の
心
を
最
も
よ
く

と
ら
え
た
、
彼
の
精
神
の
一
面
が
あ
る
」(ibid.,p.210)

。

あ
る
い
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
も
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
の
共
著
論
文
「
供
犠
の
本

質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」（
一
八
九
九
年
）
の
作
成
に
際
し
て
、
様
々
な
示
唆
を
モ

ー
ス
に
書
き
送
っ
た
書
簡
（
一
八
九
八
年
一
月
初
旬
）
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。「
私
は
外
見
上
だ
け
で
も
、
統
制
を
及
ぼ
し
た
り
、
摂
政
の
よ
う
に
ふ
る
ま
っ

た
り
し
た
く
は
な
い
。
だ
か
ら
、
も
し
も
私
が
何
か
役
に
立
つ
と
お
前
た
ち
﹇
モ
ー
ス

＾

´
´

｀

´
´
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社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
序
説
―
―
『
社
会
学
年
報
』
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
を
中
心
に
―
―
（
山

）

と
ユ
ベ
ー
ル
﹈
が
考
え
て
い
る
の
な
ら
ば
、
私
は
何
で
も
し
よ
う
。
お
前
た
ち
と
協
力

す
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
魅
力
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
私
は
、
お
前
た
ち
に
別
格

に
扱
っ
て
も
ら
い
た
く
は
な
か
っ
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
私
は
こ
の
や
り
方
が
可
能
と
な

る
だ
ろ
う
し
、
双
方
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
私
は
お

前
と
同
様
、
ユ
ベ
ー
ル
と
も
容
易
に
分
か
り
合
え
る
は
ず
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

少
な
く
と
も
私
は
、
す
べ
て
の
協
力
者
に
こ
の
よ
う
な
印
象
を
抱
い
て
き
た
の
で
あ
り
、

彼
は
、
そ
の
な
か
で
も
最
も
容
易
か
つ
最
も
完
璧
に
協
調
で
き
る
で
あ
ろ
う
人
間
の
一

人
で
あ
る
。
し
か
し
彼
に
は
、
自
分
が
ま
っ
た
く
独
立
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
感

じ
取
っ
て
ほ
し
い
」(E

.D
urkheim

,L
ettres

a
M

auss,p.100)

。

モ
ー
ス
や
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
こ
れ
ら
の
言
葉
に
は
、『
社
会
学
年
報
』
を
舞
台
と
し

た
自
由
な
共
同
作
業
の
生
産
性
に
対
す
る
、
楽
観
的
と
い
っ
て
も
い
い
信
頼
感
が
に
じ

み
出
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
公
表
を
前
提
と
し
て
い
な
か
っ
た
私
的

な
文
書
や
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
彼
ら
の
本
音
を
あ
る
程
度
ス
ト

レ
ー
ト
に
反
映
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
所
詮
は
当
事
者
に
よ
る
、
い
わ
ば
主

観
的
な
感
想
の
表
明
に
す
ぎ
な
い
。
彼
ら
の
共
同
作
業
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を

担
っ
て
い
た
の
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
考
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
改
め
て
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
い
え
る
。

（
11
）E

.D
urkheim

,
P

reface,
l'A

nnee
sociologique

（
以
下
、AS

と
略
記
す
る
）2,

pp.IV
f./E

.D
urkheim

,Journalsociologique,PU
F,1969,p.138.

（
12
）
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
第
四
章
「
宗
教
研
究
へ
の
傾
斜
と
新
た
な
展

開
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
13
）
こ
れ
ら
四
人
の
他
に
も
、
レ
ヴ
ィ
、
ダ
ヴ
ィ
、
ビ
ア
ン
コ
ニ
、
ド
・
フ
ェ
リ
ス
、

マ
ル
ク
ス
、
ダ
ヴ
ィ
ド
、
ル
セ
ル
、
レ
ニ
エ
、
ジ
ャ
ン
メ
ー
ル
、
フ
ォ
コ
ン
ネ
の
名
前
も

見
え
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
第
一
〇
巻
以
降
の
参
加
で
あ
り
、
ま
た
担
当
し
た
書
評
の
数

も
か
な
り
少
な
い(cf.B

esnard,
op.cit.,

p.26)

。
後
述
す
る
よ
う
に
、
人
類
学
を
中
心

と
し
た
後
世
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
も
、
本
文
で
取
り
上
げ
た
四
人
を
、
社
会
学
年
報

学
派
に
よ
る
宗
教
研
究
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
14
）B

esnard,
ibid.

ま
た
、
田
原
音
和
前
掲
書
六
六
頁
、
内
藤
莞
爾
前
掲
書
五
頁
以
下

を
も
参
照
の
こ
と
。

（
15
）
た
と
え
ば
田
原
音
和
は
、「
…
…
『
年
報
』
は
認
識
論
的
に
独
自
の
社
会
学
（
あ
る

い
は
社
会
学
的
読
み
方
）
を
構
築
し
う
る
手
が
か
り
を
与
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

『
年
報
』
全
一
二
巻
の
う
ち
で
、
こ
う
し
た
認
識
論
的
転
換
で
失
敗
し
た
分
野
が
多
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
唯
一
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
成
果
を
示
し
た
の
は
宗
教
社
会
学

の
確
立
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
」（
田
原
前
掲
書
、
五
三
頁
以
下
）
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
後
世
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
『
宗
教
生
活
の
基

本
形
態
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
影
響
範
囲
は
多
岐
に
わ
た
り
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、

ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
に
よ
る
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」（
一
八
九
九
年
）

に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
谷
泰
『「
聖
書
」
世
界
の
構
成
論
理
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八

四
年
）
や
リ
ュ
ッ
ク
・
ド
・
ウ
ー
シ
ュ
『
ア
フ
リ
カ
の
供
犠
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九

九
八
年
）
等
を
、
ま
た
エ
ル
ツ
に
よ
る
「
死
の
集
合
表
象
に
関
す
る
研
究
試
論
」（
一

九
〇
七
年
）
に
関
し
て
は
、
ピ
ー
タ
ー
・
メ
ト
カ
ー
フ
／
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ハ
ン
テ
ィ
ン

ト
ン
『
死
の
儀
礼
―
―
葬
送
習
俗
の
人
類
学
的
研
究
　
第
二
版
』（
未
來
社
、
一
九
九
六

年
）
等
を
参
照
の
こ
と
。

（
16
）
先
に
も
触
れ
た
ナ
ン
ダ
ン
や
ベ
ナ
ー
ル
ら
の
研
究
も
、
社
会
学
年
報
学
派
構
成
員

の
人
間
関
係
の
形
式
的
な
分
析
に
終
始
し
、
そ
の
共
同
作
業
の
内
実
に
は
ま
っ
た
く
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。
日
本
で
は
、
内
藤
莞
爾
が
、
と
く
に
モ
ー
ス

を
中
心
と
し
て
、
ユ
ベ
ー
ル
や
エ
ル
ツ
の
業
績
に
も
目
を
配
り
な
が
ら
、
そ
の
宗
教
研

究
の
内
実
を
丹
念
に
た
ど
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
し
か
し
社
会
学
年
報
学
派
に
よ
る
宗

教
研
究
の
全
体
像
を
提
示
す
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
（
内
藤
莞
爾
前
掲
書
、
同

『
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
史
研
究
―
―
デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
と
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
』﹇
恒
星
社

厚
生
閣
、
一
九
八
八
年
﹈、
同
『
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
社
会
学
』﹇
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
九

三
年
﹈）。
ま
た
、
欧
米
で
は
近
年
、
ユ
ベ
ー
ル
、
モ
ー
ス
、
エ
ル
ツ
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想

に
関
す
る
個
別
研
究
が
進
展
を
見
せ
て
い
る
が(cf.

F
.A

.Isam
bert,

H
enri

H
ubert

et

la
sociologie

du
tem

ps,
R

evue
fran 'aise

de
sociologie

xx-1,1979.;
id.,A

t
the

frontier
of

folklore
and

sociology:H
ubert,H

ertz
and

C
zarnow

ski,founders
of

a
sociology

of
folk

religion,
in

P
.B

esnard
(ed.),

T
he

Sociological
D

om
ain,

C
am

bridge
U

niv.
P

r.,
1983.;

M
.F

ournier,
M

arcel
M

auss,
F

ayard,
1994.;

R
.P

arkin,
T

he
D

ark
Side

of
H

um
anity:

T
he

W
ork

of
R

obert
H

ertz
and

its

L
egacy,

H
arw

ood
A

cadem
ic

P
ublishers,

1996,
etc.)

、
し
か
し
そ
の
場
合
に
も
、

個
々
の
思
想
家
の
独
自
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
社

´
´

｀
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社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
序
説
―
―
『
社
会
学
年
報
』
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
を
中
心
に
―
―
（
山

）

会
学
年
報
学
派
に
よ
る
宗
教
研
究
の
全
体
像
を
提
示
す
る
と
い
う
発
想
は
ほ
と
ん
ど
見

出
せ
な
い
。

（
17
）
竹
沢
尚
一
郎
「『
聖
な
る
も
の
』
の
系
譜
学
」（
同
編
『
宗
教
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ
』﹇
世

界
思
想
社
、
二
〇
〇
六
年
﹈
所
収
）。cf.

F.A
.Isam

bert,
L

'elaboration
de

la
notion

de
sacre

dans
l'

《ecole

》durkeim
ienne,

A
rchieve

de
sciences

sociales
des

R
elgions

42-2,1976.

（
18
）
註（
10
）で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
と
り
わ
け
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」

の
成
立
に
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る
示
唆
が
か
な
り
の
程
度
、
反
映
し
て
い
た
こ
と

が
窺
え
る(cf.E

.D
urkheim

,L
ettres

a
M

auss)

。

（
19
）
そ
の
よ
う
な
必
要
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
典
型
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
イ
ヴ
ァ

ン
・
ス
ト
レ
ン
ス
キ
ー
の
論
考
「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
供
犠
理
論
」

(I.S
trenski,

D
urkheim

's
B

ourgeois
T

heory
of

S
acrifice,

in
N

.J.A
llen

et
al

(eds.),
O

n
D

urkheim
's

E
lem

entary
F

orm
s

of
R

eligious
L

ife,
R

outledge,1998)

を
取
り
上
げ
て
お
く
。

ス
ト
レ
ン
ス
キ
ー
の
こ
の
論
考
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
供
犠
理
解
が
、
ロ
バ
ー
ト
ソ

ン
・
ス
ミ
ス
の
『
セ
ム
族
の
宗
教
』（
第
二
版
、一
八
九
四
年
）
に
よ
る
影
響
を
脱
し
、
最

終
的
に
は
ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
の
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試
論
」（
一
八
九

九
年
）
の
視
点
へ
と
移
行
し
た
と
主
張
す
る
。
彼
は
こ
の
よ
う
な
変
遷
を
、
当
時
の
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
い
し
は
ユ
ダ
ヤ
教
的
な
モ
ダ
ニ
ス
ム
勢
力
の
伸
張

を
背
景
と
し
つ
つ
、
描
き
出
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
的
モ
ダ

ニ
ス
ト
の
典
型
例
と
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
が
、
モ
ー
ス
の
師
で
も
あ
っ
た
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
者
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
モ
ダ
ニ
ス
ト
・
レ

ヴ
ィ
の
影
響
が
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
を
通
じ
て
間
接
的
に
、
し
か
し
決
定
的
に
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
の
供
犠
理
解
に
作
用
し
た
、
と
ス
ト
レ
ン
ス
キ
ー
は
と
ら
え
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
た
し
か
に
、
大
胆
か
つ
刺
激
的
な
解
釈
で
あ
る
が
、
仔
細
に
見
る
な
ら
ば
、

そ
の
論
理
展
開
に
は
か
な
り
の
危
う
さ
が
潜
ん
で
い
る
。
ま
ず
ス
ト
レ
ン
ス
キ
ー
に
よ

れ
ば
、
い
け
に
え(victim

e)

の
共
食
す
な
わ
ち
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
に
供
犠
の
本
質
を
求
め

る
ス
ミ
ス
の
見
解
を
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
当
初
採
用
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
説
で
は
、

い
け
に
え
そ
の
も
の
が
予
め
神
と
同
質
の
聖
性
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
が
当
然
の
前
提

と
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
』
に
お
い
て
は
、
供
犠
の
過
程

で
い
け
に
え
に
聖
な
る
特
質
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
、
ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
の
「
供
犠
」

論
文
と
同
じ
見
解
が
一
箇
所
示
さ
れ
て
お
り(D

urkheim
,

L
es

form
es

elem
entaires

de
la

vie
religieuse,1912,pp.481f.)

、
ス
ト
レ
ン
ス
キ
ー
は
こ
の
点
に
と
く
に
注
目

す
る
の
で
あ
る(Strenski,

ibid.,
p.120)

。『
宗
教
生
活
』
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
を
供

犠
の
基
本
的
要
素
の
一
つ
と
す
る
視
点
は
存
続
し
て
い
る
―
―
し
た
が
っ
て
ス
ミ
ス
へ

の
賛
同
も
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
継
続
し
て
い
る
―
―
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ト
レ

ン
ス
キ
ー
は
こ
の
一
事
を
以
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
ス
ミ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
説
を
放

棄
し
た
、
と
見
る
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
供
犠
理
解
は
、
ユ
ベ
ー

ル
と
モ
ー
ス
に
よ
る
贈
与
説(gift

theory
of

sacrifice)

―
―
い
け
に
え
を
神
へ
の
贈
り

物
と
み
な
す
―
―
、
あ
る
い
は
神
々
と
人
間
と
の
相
互
依
存
関
係
―
―
神
々
は
贈
り
物

と
し
て
の
い
け
に
え
に
依
存
し
、
逆
に
人
間
は
神
々
の
恩
恵
に
よ
っ
て
生
き
永
ら
え
る

―
―
の
提
示
へ
と
移
行
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
ス
ト
レ
ン
ス
キ
ー
は
、「
デ
ュ
ル

ケ
ミ
ア
ン
た
ち
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
幻
想
と
、
し
ば
し
ば
こ
れ
に
結
び
付
け
ら
れ
る

利
他
主
義
的
な
無
私
無
欲(altruistic

selflessness)

か
ら
は
、
ま
っ
た
く
か
け
離
れ
て

い
る
」(S

trenski,
ibid.,

p.125)

と
述
べ
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
も
含
め
て
社
会
学
年
報
学

派
に
よ
る
供
犠
の
贈
与
説
採
用
の
背
景
に
、
個
人
に
よ
る
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
の

関
係
を
よ
し
と
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
個
人
主
義
・
合
理
主
義
が
伏
在
し
て
い
た
、
と
主

張
す
る
の
で
あ
る
。

社
会
学
年
報
学
派
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
個
人
主
義
的
性
格
と
い
う
、
い
さ
さ
か
唐
突
な

レ
ッ
テ
ル
貼
り
自
体
は
、
勇
み
足
の
ご
愛
敬
と
片
付
け
て
も
よ
い
が
、
ス
ト
レ
ン
ス
キ

ー
の
立
論
に
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
な
ら
び
に
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
に
よ
る
供
犠
理
解
の

解
釈
と
い
う
点
で
、
決
し
て
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
過
誤
が
含
ま
れ
て
い
る
。
実

際
の
と
こ
ろ
、『
宗
教
生
活
』
に
お
け
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
供
犠
論
は
む
し
ろ
、
ス
ミ

ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
説
と
ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
の
贈
与
説
―
―
も
っ
と
も
実
際
に
は
単

純
に
贈
与
説
と
は
言
い
切
れ
な
い
側
面
を
も
併
せ
持
つ
が
、
こ
こ
で
は
ス
ト
レ
ン
ス
キ

ー
の
用
法
に
従
っ
て
お
く
―
―
と
を
総
合
し
た
と
見
る
方
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
、
私

に
は
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
供
犠
理
解
と
、
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
の
供
犠
理
解
と
の
関
係
に
は
、
多

様
な
要
因
が
絡
ま
り
合
い
、
か
な
り
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
（
ス
ミ
ス
と
の
関
係
に
関
し
て
は
、
前
掲
拙
著
第
四
章
「
宗
教
研
究
へ
の
傾
斜
と
新

´́

｀

´
´

´
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社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
序
説
―
―
『
社
会
学
年
報
』
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
を
中
心
に
―
―
（
山

）

た
な
展
開
」
な
ら
び
に
補
論
「
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
に
よ
る
『
啓
示
』
を
め
ぐ
っ

て
」
を
参
照
の
こ
と
。
ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
ず

る
つ
も
り
で
い
る
）。

と
こ
ろ
が
今
し
も
見
た
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ン
ス
キ
ー
は
き
わ
め
て
強
引
に
、
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
の
供
犠
理
解
の
、
ス
ミ
ス
説
か
ら
ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
説
へ
の
移
行
を
力
説
す

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
彼
は
ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
説
の
背
後
に
、
シ

ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
の
強
い
影
響
を
見
出
す
。
す
で
に
一
八
九
二
年
の
論
文(S

ylvain

L
evi,Science

des
religions

etles
religions

de
l'Inde,B

ulletin
de

l'E
cole

P
ratique

des
H

autes
E

tudes,
1892)

に
お
い
て
レ
ヴ
ィ
は
、
宗
教
現
象
へ
の
社
会
的
ア
プ
ロ
ー

チ
の
必
要
性
を
説
き
、
神
々
を
生
み
出
す
供
犠
に
つ
い
て
の
記
述
が
ヴ
ェ
ー
ダ
や
ブ
ラ

ー
フ
マ
ナ
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
供
犠
が
善
悪
い
ず
れ
に
も
利
用
さ
れ
得
る
両
義
性
を
帯

び
て
い
る
こ
と
、
神
の
背
後
に
非
人
格
的
な
聖
な
る
力
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
て
い
た
、
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
の
「
供
犠
」
論
文
の
成
立
に
、

レ
ヴ
ィ
の
主
著(S.L

evi,L
a

D
octrine

du
sacrifice

dans
les

B
rahm

anas,1899)

が

大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
モ
ー
ス
み
ず
か
ら
の
証
言(M

.M
auss,

S
ylvain

L
evi,

1935,M
.M

auss,CE
uvres

3,L
es

E
ditions

de
M

inuite,1969,p.538)

が
引
き
合
い

に
出
さ
れ
る
。

た
し
か
に
、
と
り
わ
け
神
々
を
創
出
す
る
供
犠
と
い
う
、
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
が

強
調
し
た
ヴ
ェ
ー
ダ
の
モ
チ
ー
フ
は
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
の
「
供
犠
」
論
文
に
も
取

り
入
れ
ら
れ
て
お
り(H

.H
ubert

et
M

.M
auss,

E
ssai

sur
la

nature
et

la
fonction

du
sacrifice,A

S
2,1899,p.130

/
M

.M
auss,CE

uvres
1,pp.298f.)

、
ま
た
こ
の
モ

チ
ー
フ
が
間
接
的
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
供
犠
理
解
に
ま
で
反
映
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も

皆
無
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
自
身
は
、
少
な
く
と
も
管
見

の
及
ぶ
か
ぎ
り
で
は
、『
宗
教
生
活
』
の
な
か
で
一
度
も
レ
ヴ
ィ
に
は
言
及
し
て
い
な

い
。
そ
こ
で
、
ス
ト
レ
ン
ス
キ
ー
も
苦
し
紛
れ
に
、
レ
ヴ
ィ
の
師
で
あ
る
ア
ベ
ル
・
ベ

ル
ゲ
ー
ニ
ュ
の
著
作(A

bel
B

ergaigne,
L

a
religion

vedique
d'apres

les
hym

nes

du
R

ig
V

eda
[4vols.

F
.

V
iew

eg,
1878-1897],

vol.1,
p.133)

か
ら
引
用
さ
れ
た

『
宗
教
生
活
』
中
の
一
節
を
孫
引
き
す
る
の
で
あ
る
。

「
供
犠
は
、
直
接
的
な
作
用
を
、
天
空
の
現
象
に
及
ぼ
す
」
と
ベ
ル
ゲ
ー
ニ
ュ
氏

は
述
べ
て
い
る
。
供
犠
は
、
い
か
な
る
神
的
な
作
用
も
な
し
に
、
そ
れ
自
体
で
全
能

で
あ
る
。
…
…
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。「
供
犠
は
特
に
優
れ
た
原
理
な
の
で
、
そ

れ
は
単
に
人
間
の
起
源
の
み
な
ら
ず
、
神
々
の
起
源
に
さ
え
も
結
び
付
け
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
」。(Strenski,op.cit.,p.123.;cf.E

.D
urkheim

e,op.cit.,pp.47f.)

す
な
わ
ち
、『
宗
教
生
活
』
に
お
い
て
、
神
々
を
創
出
す
る
供
犠
と
い
う
モ
チ
ー
フ

が
積
極
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
レ
ヴ
ィ
の
師
で
あ
る
ベ
ル
ゲ
ー
ニ
ュ
か

ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
、
レ
ヴ
ィ
か
ら
の
間
接
的
な
影
響
を
示
す
拠
り
所
と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
ベ
ル
ゲ
ー
ニ
ュ
か
ら
の
引
用
が
な
さ
れ
る
の
は
、
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
が
直
接
供
犠
を
取
り
扱
う
箇
所
で
は
な
く
、
宗
教
の
定
義
を
下
す
た
め
に
、

神
観
念
に
よ
る
従
来
の
定
義
を
批
判
す
る
文
脈
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ス
ト
レ

ン
ス
キ
ー
の
主
張
に
と
っ
て
致
命
的
な
の
は
、『
宗
教
生
活
』
に
お
け
る
ベ
ル
ゲ
ー
ニ

ュ
の
引
用
と
ほ
ぼ
同
じ
記
述
が
、
一
八
九
九
年
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
論
文
「
宗
教
現
象

の
定
義
に
つ
い
て
」
の
な
か
に
す
で
に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
事
実
で
あ
ろ
う

(E
.D

urkheim
,D

e
la

definition
des

phenom
enes

religieux,A
S
2,1899,pp.14f./

E
.D

urkheim
,

Journal
sociologique,pp.152f.)

。
供
犠
の
過
程
に
お
い
て
い
け
に
え

の
聖
性
が
獲
得
さ
れ
る
と
い
う
ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
説
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る
承
認

―
―
し
か
し
一
度
か
ぎ
り
の
言
及
―
―
を
、
ス
ミ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
説
の
拒
絶
と
同

一
視
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
、
神
々
が
供
犠
か
ら
生
ま
れ
た
と
す
る
議
論
に
重
ね
合
わ
せ

る
、
ス
ト
レ
ン
ス
キ
ー
の
綱
渡
り
的
論
法
か
ら
す
れ
ば
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
す
で
に
一

八
九
九
年
の
「
定
義
」
論
文
の
時
点
で
、
レ
ヴ
ィ
の
影
響
を
、
そ
の
師
で
あ
る
ベ
ル
ゲ

ー
ニ
ュ
を
通
じ
て
間
接
的
に
受
け
入
れ
、
さ
ら
に
『
社
会
学
年
報
』
の
同
じ
第
二
巻
に

掲
載
さ
れ
て
い
た
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
の
「
供
犠
」
論
文
の
立
場
を
も
基
本
的
に
受
け

入
れ
て
、
ス
ミ
ス
の
影
響
を
早
々
と
退
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

も
そ
も
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
当
初
か
ら
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
の
説
に
与
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。

結
局
ス
ト
レ
ン
ス
キ
ー
の
こ
の
論
考
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
供

犠
観
の
変
遷
を
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
に
「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
化
」
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実

は
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
に
よ
る
影
響
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
ス
ミ
ス
か
ら
の
影
響
を

こ
と
さ
ら
矮
小
化
し
、
新
た
な
「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
を
捏
造
し
よ
う
と
し
た
と
の
謗
り

｀
´

´

´

｀
´

´
´

＾
´

´



106

社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
・
序
説
―
―
『
社
会
学
年
報
』
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
構
成
を
中
心
に
―
―
（
山

）

を
免
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
暴
走
を
許
し
た
最
大
の
要
因
は
、
ス
ト
レ
ン
ス
キ
ー
の
立

論
が
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
テ
ク
ス
ト
に
き
ち
ん
と
即
し
て
い
な
い
―
―
「
定
義
」
論
文
に

お
け
る
ベ
ル
ゲ
ー
ニ
ュ
か
ら
の
引
用
の
見
落
と
し
―
―
と
い
う
点
、
さ
ら
に
ユ
ベ
ー
ル
・

モ
ー
ス
と
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
の
共
同
作
業
の
内
実
も
ま
っ
た
く
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い

点
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ス
ト
レ
ン
ス
キ
ー
の
立
論
は
、
思
い
つ
き
の
推
測
に
推
測

を
積
み
重
ね
て
議
論
を
肥
大
さ
せ
て
い
く
が
、
そ
の
一
端
が
テ
ク
ス
ト
の
読
解
不
足
に

基
づ
く
誤
謬
と
解
っ
て
し
ま
え
ば
、
一
挙
に
崩
壊
せ
ざ
る
を
得
な
い
砂
上
の
楼
閣
で
あ

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
ち
な
み
に
テ
ク
ス
ト
の
読
み
の
問
題
と
し
て
も

う
一
点
指
摘
し
て
お
く
と
、
ス
ト
レ
ン
ス
キ
ー
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
、
ド
イ
ツ
の
自

由
主
義
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
リ
チ
ュ
ル
に
一
度
も
言
及
し
て

い
な
い
と
自
信
た
っ
ぷ
り
に
述
べ
て
い
る
が(Strenski,op.cit.,p.118)

、
実
は
一
九
一

一
年
の
「
価
値
判
断
と
実
在
判
断
」
の
な
か
で
、
一
箇
所
リ
チ
ュ
ル
は
言
及
さ
れ
て
い

る(E
.D

urkheim
,Sociologie

etphilosophie,1924,p.127
)

。

図
ら
ず
も
、
い
さ
さ
か
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く
よ
う
な
議
論
を
長
々
と
続
け
る
結
果
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ン
ス
キ
ー
の
轍
を
踏
ま
な
い
た
め
に
も
、

個
々
の
テ
ク
ス
ト
を
入
念
に
読
み
解
き
な
が
ら
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
の
全

体
像
を
探
っ
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
は
、
す
で
に
明
白
で
あ
ろ
う
。

（
20
）
も
と
よ
り
ア
ナ
リ
ー
ズ
の
内
容
、
す
な
わ
ち
ど
の
よ
う
な
著
者
の
ど
の
よ
う
な
著

作
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
ど
う
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
を
分
析
す
る
作
業
も
、
当
然

重
要
に
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
小
論
で
は
、
論
旨
を
明
快
に
す
る
た
め
に
も
、
さ
し
あ

た
っ
て
、
そ
の
形
式
的
側
面
に
の
み
着
目
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
21
）E

.D
urkheim

,L
ettres

a
M

auss,p.69.

（
22
）「
家
庭
祭
祀
」
に
つ
い
て
は
、
第
一
巻
に
掲
載
さ
れ
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
「
近
親
婚

の
禁
止
と
そ
の
起
源
」
が
重
点
的
に
と
り
あ
げ
て
い
た
し
、
ま
た
「
農
耕
に
関
す
る
崇

拝
」
は
、
第
二
巻
の
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
に
よ
る
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関
す
る
試

論
」
で
も
論
及
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
以
降
、
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
研
究
の

な
か
で
は
、
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
23
）M

.M
auss,

L
'oeuvre

de
M

auss
par

lui-m
em

e,
R

evue
fran'aise

de
sociologie

xx-1,1979,pp.212f.

（
24
）『
社
会
学
年
報
』
で
は
、
そ
の
内
容
や
構
成
に
関
す
る
補
足
説
明
の
文
書
は
、
当
初

は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
第
一
巻
と
第
二
巻
の
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る
全
体
の

序
文
、
さ
ら
に
第
二
巻
に
社
会
形
態
学
セ
ク
シ
ョ
ン
が
創
設
さ
れ
た
と
き
の
、
や
は
り

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る
序
が
、
そ
の
数
少
な
い
例
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
第
五
巻
以

降
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル
で
、
序
や
ノ
ー
ト
な
ど
の
補
足
説
明
的
文
書
の
掲
載
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

（
25
）H

.H
ubert

et
M

.M
auss,Introduction

a
la

sociologie
religieuse,

A
S
5,1902,

p.189./M
.M

auss,CE
uvres

1,p.89.

（
26
）
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
、
第
七
巻
の
「
宗
教
体
系
」
の
項
目
の
冒
頭
で
、「
一
つ
の

宗
教
を
構
成
す
る
異
な
る
種
類
の
諸
事
実
の
間
に
、
そ
の
体
系
的
な
全
体
を
形
成
す
る

規
則
的
な
相
関
関
係
が
存
在
し
」(H

.H
ubert

et
M

.M
auss,System

es
religieux,A

S

7,
1904,

p.217
/

M
.M

auss,
CE

uvres
1,

p.91)

、
さ
ら
に
は
「
こ
の
分
類
が
事
物
の

本
性
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
て
い
る
」(ibid.,

p.218
/

p.92)

と
さ
え
述
べ
て
い
る
。
い

い
か
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
体
系
を
見
出
す
根
拠
が
宗
教
現
象
そ
れ
自
体
の
う
ち
に
内

在
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
27
）
実
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
宗
教
現
象
な
い
し
は
宗
教
の
定
義
を
三
度
試
み
て
い
る
。

最
初
の
も
の
は
、
一
八
九
九
年
の
『
社
会
学
年
報
』
第
二
巻
掲
載
の
「
宗
教
現
象
の
定

義
に
つ
い
て
」
の
定
義
、
二
番
目
は
一
九
〇
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
公
開
講
義

「
宗
教
・
諸
起
源
」
に
お
け
る
定
義
、
最
後
が
一
九
一
二
年
の
『
宗
教
生
活
の
基
本
形

態
』
に
お
け
る
定
義
で
あ
る
。
三
者
を
並
べ
て
引
用
し
て
お
く
（
傍
点
は
原
文
に
お
け

る
強
調
を
示
し
て
い
る
）。

い
わ
ゆ
る
宗
教
現
象
は
、
一
定
の
諸
実
践
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
強
制
的
な
諸
信

念
か
ら
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
実
践
は
、
こ
れ
ら
の
信
念
に
お
い
て
示
さ
れ
た
諸

対
象
に
関
連
し
て
い
る
―
―
宗
教
は
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
こ
の
種
の
現
象
の
多
少
と

も
組
織
さ
れ
、
体
系
化
さ
れ
た
一
総
体
で
あ
る(E

.D
urkheim

,
D

e
la

definition

des
phenom

enes
religieux,

A
S
2,
1899,

pp.22f.
/

E
.D

urkheim
,

Journal

sociologique,pp.159f.)

。

宗
教
と
は
、
聖
な
る
事
物
に
関
連
す
る
諸
信
念
と
諸
実
践
―
―
特
定
の
集
合
体
に

共
通
の
諸
信
念
と
諸
実
践
の
体
系
で
あ
る(E

.D
u

rk
h

eim
,

L
a

relig
io

n
;

les

｀
´

´

｀

｀

＾

｀

い
わ
ゆ
る
宗
教
現
象
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
一
定
の
諸
実
践
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
強
制
的
な
諸
信

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

念
か
ら
な
っ
て
お
り

、
、
、
、
、
、
、
、

、
こ
れ
ら
の
実
践
は

、
、
、
、
、
、
、

、
こ
れ
ら
の
信
念
に
お
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、

て、
示
さ
れ
た
諸

、
、
、
、
、

対
象
に
関
連
し
て
い
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、

―
―
宗
教
は
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
こ
の
種
の
現
象
の
多
少
と

宗
教
と
は

、
、
、
、

、
聖
な
る
事
物
に
関
連
す
る
諸
信
念
と
諸
実
践

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

―
―
特、
定、
の
集
合
体
に

、
、
、
、
、

共
通
の
諸
信
念
と
諸
実
践
の
体
系
で
あ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、(E

.D
u

rk
h

eim
,

L
a

relig
io

n
;

les



origines,T
extes

2,L
es

E
ditions

de
M

inuite,1975,p.70)

。

宗
教
と
は
、
聖
な
る
事
物
、
す
な
わ
ち
分
離
さ
れ
、
禁
止
さ
れ
た
事
物
に
関
わ
る

諸
信
念
と
諸
実
践
と
の
連
帯
的
な
体
系
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
信
念
と
実
践
と
は
、
教

会
と
呼
ば
れ
る
同
一
の
道
徳
的
共
同
体
に
、
こ
れ
に
加
入
す
る
す
べ
て
の
人
々
を
結

び
付
け
て
い
る(E

.D
urkheim

,
L

es
form

es
elem

entaires
de

la
vie

relisieuse,

1912,p.65)
。

い
ず
れ
の
定
義
も
、
信
念
＝
宗
教
的
表
象
と
実
践
＝
宗
教
的
行
為
と
の
結
び
付
き
と

し
て
宗
教
現
象
な
い
し
宗
教
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
点
で
は
一
貫
し
て
い
る
と
言
え
る

が
、
と
く
に
最
初
の
定
義
と
後
の
二
つ
の
定
義
と
は
、
か
な
り
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
し

て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
前
掲
拙
著
第
四
章
第
一
節
「
発
生
論
的
方
法

と
宗
教
現
象
の
定
義
」
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
小
論
で
注
目
し
た
い
の

は
、
前
者
よ
り
も
後
者
に
お
い
て
、
体
系
と
し
て
の
宗
教
と
い
う
視
点
が
強
調
さ
れ
て

く
る
点
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る
定
義
の
こ
の
よ
う
な
変
遷
が
、
本
文
で
見
た

『
社
会
学
年
報
』
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
宗
教
理
解
の
枠
組
み
の
展
開
に

対
応
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
２８
）H

.H
ubert

et
M

.M
auss,Introduction

a
la

sociologie
religieuse,A

S
5,1902,

p.190
/M

.M
auss,CE

uvres
1,pp.89f.

（
２９
）
こ
こ
で
の
「
宗
教
生
活
の
基
本
形
態(form

es
elem

entaires
de

la
vie

religieuse)

」

の
用
法
は
、
こ
の
同
じ
表
現
が
の
ち
に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
著
作
の
表
題
と
し
て
採
用
さ

れ
る
際
と
は
、
若
干
含
意
を
異
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
宗
教
生
活
の
基
本

形
態
』
で
は
、
そ
れ
は
宗
教
一
般
を
構
成
す
る
本
質
的
諸
要
素
の
こ
と
を
指
し
、
い
い

か
え
れ
ば
宗
教
生
活
一
般
の
基
本
的
な
表
出
形
態
を
意
味
す
る
普
遍
概
念
で
あ
っ
た

（
前
掲
拙
著
第
五
章
第
一
節
「『
宗
教
生
活
』
の
意
図
と
方
法
」
を
参
照
の
こ
と
）。
こ

の
よ
う
な
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
用
法
の
直
接
の
起
源
は
、
一
九
〇
三
年
の
「
社
会
学
と
社

会
諸
科
学
」(E

.D
urkheim

et
P

.F
auconnet,

S
ociologie

et
sciences

sociales,
in

E
.D

urkheim
,

T
extes

1,p.135f.)

に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
（
前
掲
拙
著
、
二
一
五

頁
以
下
を
参
照
の
こ
と
）。
こ
れ
に
対
し
て
『
社
会
学
年
報
』
の
項
目
と
し
て
の
「
宗

教
生
活
の
基
本
形
態
」
の
用
法
は
、
本
文
で
も
見
た
と
お
り
、「
原
始
的
」
な
宗
教
体

系
と
そ
の
「
残
存
」
と
し
て
の
「
民
間
信
仰
」
を
包
摂
す
る
個
別
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

あ
る
。
し
か
も
こ
の
表
現
は
、
一
九
〇
四
年
の
第
七
巻
以
降
、
項
目
立
て
の
な
か
か
ら

は
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
は
、
ユ
ベ
ー
ル
・
モ
ー
ス
に
よ
る
宗

教
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
る
そ
れ
と
の
、
微
妙
な
差
異
が
反
映
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
の
探
求
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
３０
）H

.H
ubertetM

.M
auss,System

e
religieux,A

S
7,1904,pp.217f./M

.M
auss,

CE
uvres

1,p.91.

（
３１
）
興
味
深
い
こ
と
に
、
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
項
目
立
て
に
、
ト
ー
テ
ミ
ス
ム

の
文
言
が
現
わ
れ
る
の
は
『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
』
が
刊
行
さ
れ
る
直
前
の
、
第
一

一
巻
（
一
九
一
〇
年
）
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
ば
第
二
巻
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
フ
レ
ー
ザ
ー
の
「
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
」（E

ncyclopedia
B

ritannica

の
項
目
の
仏
訳
）
を
初
め
と
し
て
、
早
い
時
期
か
ら
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
関
連
の
文
献
は
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
論
文
と
し
て
も
、
第
一
巻
に
掲
載
さ
れ
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム

の
「
近
親
婚
の
禁
止
と
そ
の
起
源
」
以
来
、
掲
載
論
文
の
多
く
が
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
に
言

及
し
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
主
題
と
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
位
置
づ
け
は
、
か
な
り

錯
綜
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
近
親
婚
の
禁
止
と
そ
の
起
源
」
で

は
、
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
は
普
遍
的
な
現
象
と
み
な
さ
れ
て
い
た(E

.D
u

rk
h

eim
,

L
a

prohibition
de

l'inceste
et

ses
origines,

A
S
1,
1898,

p.67n.2
/

E
.D

urkheim
,

Journal
sociologique,

p.98n.2)

。
こ
れ
に
対
し
て
第
二
巻
の
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス

「
供
犠
の
本
性
と
機
能
に
つ
い
て
の
試
論
」
で
は
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
へ
の
批

判
に
関
連
し
て
、
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
の
普
遍
性
に
は
懐
疑
的
な
見
解
が
示
さ
れ
る

(H
.H

ubert
et

M
.M

auss,
E

ssai
sur

la
nature

et
la

fonction
du

sacrifice,
A

S
2,

1899,
p.32

/
M

.M
auss,

CE
uvres

1,
p.196)

。
と
こ
ろ
が
、
一
九
〇
五
年
の
モ
ー
ス

の
「
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
・
ノ
ー
ト
」
で
は
、「
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、

宗
教
学
の
一
所
与
で
あ
り
、
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
十
分
に
一
般
的
な
事
実
、

よ
り
複
雑
で
よ
り
確
固
た
る
諸
他
の
事
実
を
説
明
す
る
た
め
に
そ
こ
か
ら
出
発
で
き
る

ほ
ど
十
分
原
始
的
（
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
語
を
、
そ
れ
よ
り
も
適
切
な
語
が
な
い
た
め
に

用
い
て
い
る
）
な
事
実
な
の
で
あ
る
」(M

.M
auss,

L
e

totem
ism

e:
note,

A
S
8,

1905,p.236
/

M
.M

auss,CE
uvres

1,p.162)

と
述
べ
ら
れ
、
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
の
相
対

的
な
普
遍
性
と
「
原
始
」
性
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
本
文
で
も
見
た
と
お
り
、
第
一
一

´

｀

´́

｀

´́

´

宗
教
と
は

、
、
、
、

、
聖
な
る
事
物
物
す
な
わ
ち
分
離
さ
れ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
禁
止
さ
れ
た
事
物
に
関
わ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

諸
信
念
と
諸
実
践
と
の
連
帯
的
な
体
系
で
あ
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
そ
れ
ら
の
信
念
と
実
践
と
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
教、

会
と
呼
ば
れ
る
同
一
の
道
徳
的
共
同
体
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
こ
れ
に
加
入
す
る
す
べ
て
の
人
々
を
結

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

び
付
け
て
い
る

、
、
、
、
、
、
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学
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学
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ョ
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の
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中
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に
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―
（
山

）

巻
以
降
、
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
を
基
準
と
し
て
「
下
級
社
会
の
宗
教
体
系
」
の
類
型
化
が
試

み
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
最
も
「
原
始
的
」
な
宗
教
体
系
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
』
に
あ
っ
て
も
、
ト
ー
テ

ミ
ス
ム
の
「
原
始
」
性
は
基
本
的
な
前
提
と
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
普
遍
性
に

関
し
て
は
未
決
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る(E

.D
urkheim

,
L

es
form

es
elem

entaires

de
la

vie
religieuses,

p.134)

。
現
段
階
の
私
に
は
、
こ
の
間
の
推
移
を
整
合
的
に
説

明
す
る
用
意
は
な
い
が
、
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
学
思
想
の
全
体
像
を
探
っ
て
い
く

上
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ト
ー
テ
ミ
ス
ム
の
位
置
付
け
の
変
遷
を
解
明
す
る
作
業
も
、
重

要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

（
３２
）cf.

A
S
6,
1903,

pp.225f.
こ
れ
は
、「
自
然
の
存
在
お
よ
び
現
象
の
宗
教
的
表
象
」

の
小
項
目
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
、
表
題
も
署
名
も
な
い
一
文
で
あ
る
。

（
３３
）『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
』
に
お
け
る
、
社
会
学
年
報
学
派
の
宗
教
研
究
関
連
著
作

へ
の
言
及
箇
所
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。（

）内
の
数
字
は
『
宗
教
生
活
』
に
お
け

る
当
該
文
献
の
言
及
箇
所
を
示
し
て
い
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
「
個
人
表
象
と
集
合
表
象
」

(pp.299n.1,
327n.1,

606n.1)

、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
「
近
親
婚
の
禁
止
と
そ
の
起
源
」

(pp.153n.1,196n.2,236n.5,450n.1)

、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
「
宗
教
現
象
の
定
義
に
つ
い

て
」(pp.31n.1,

65n.1,
287n.1)

、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
関

す
る
試
論
」(pp.54n.1,

442n.1,
482n.1,

551)

、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
「
ト
ー
テ
ミ
ス
ム

に
つ
い
て
」(p.152n.3)

、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
モ
ー
ス
「
分
類
の
若
干
の
原
始
的
形
態

に
つ
い
て
」(pp.16n.2,n.3,

156n.1,
202n.1,

204n.5,
210n.1,

216n.3,
631n.1)

、

ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
「
呪
術
の
一
般
理
論
素
描
」(pp.59n.4,

60n.3,
62n.1,

278n.2,

288n.3,
320n.1,

509n.1,
517f.)

、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
婚
姻

組
織
に
つ
い
て
」(p.153n.1)

、
ユ
ベ
ー
ル
「
宗
教
と
呪
術
に
お
け
る
時
間
の
表
象
に

つ
い
て
の
梗
概
的
研
究
」(p.15n.1)

、
モ
ー
ス
「
エ
ス
キ
モ
ー
社
会
の
季
節
的
変
動
に

関
す
る
試
論
」(pp.325n.1,

500n.1)

、
エ
ル
ツ
「
死
の
集
合
表
象
に
関
す
る
研
究
試

論
」(p
.575

n
.1

)

、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
「
若
干
の
宗
教
現
象
の
分
析
へ
の
序
論
」

(p.485n.3)

、
エ
ル
ツ
「
右
手
の
優
越
」(pp.17n.2,

208n.1)

。
と
く
に
、「
分
類
の
若

干
の
原
始
的
形
態
に
つ
い
て
」
と
「
呪
術
の
一
般
理
論
素
描
」
へ
の
言
及
箇
所
が
多
く
、

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
と
っ
て
の
両
者
の
重
要
性
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
著
作
へ
の
言
及
は
、
彼
が
、
社
会
学
年
報
学
派
に
よ
る
宗
教
研
究
の
総

体
を
、
い
わ
ば
共
通
認
識
と
し
て
み
ず
か
ら
の
著
作
の
な
か
に
組
み
込
も
う
と
し
て
い

た
こ
と
の
証
左
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
３４
）
宗
教
社
会
学
セ
ク
シ
ョ
ン
の
大
き
な
項
目
立
て
の
な
か
か
ら
は
、「
呪
術
」
と
「
民

間
の
信
念
と
実
践
」
が
除
外
さ
れ
、
さ
ら
に
小
項
目
の
な
か
で
は
、
神
話
と
口
誦
儀
礼

が
意
識
的
に
除
外
さ
れ
て
い
る(E

.D
urkheim

,
L

es
form

es
elem

entaires
de

la
vie

religieuses,1912,pp.142,427n.1)

。

付
記
＝
小
論
は
、
二
〇
〇
六
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

（
課
題
番
号
一
七
五
二
〇
〇
五
七
）「
社
会
学
年
報
学
派
に
よ
る
宗
教
研
究
の
再
検
討
」
に

基
づ
く
研
究
成
果
の
一
端
で
あ
る
。

﹇
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生
社
会
教
育
講
座
﹈

´́
´́




